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研究成果概要 
スペイン・ラパルマ島に設置された口径 17m 大気チェレンコフ望遠鏡 MAGIC 2 台を用

いた、50 GeV－10 TeV での高エネルギーガンマ線天体観測を行い、MAGIC collaboration
によって、H27 年度中に査読付論文 12 編が発表された。以下、日本グループによる貢

献の中から、４例紹介する。 
（１）2015 年 4 月に、MAGIC で、FSRQ 天体 PKS 1441+25(z=0.940, 75 億光年)から

の VHEγ線放射を発見した（図１）。2014 年に MAGIC で VHEγ線放射が発見された

重力レンズ Blazar B0218+357(z=0.944)とともに、最遠方 VHEγ線天体となった。スペ

クトル解析から、γ線の放射領域は、準静時は、広輝線領域(BLR)の内側、フレア時は

 
図１：FSRQ 天体 PKS 1441+25(z=0.940)の強度変動(左)および多波長スペクトル(右)。 

 
図２：γ線放射領域（青丸）。準静時（左）と MAGIC で検出したフレア時（右）。 



BLR外側であることが分かった

（図２）。 
天体からのガンマ線が地球に届

くまでに、銀河間可視赤外背景

放射(EBL)によって吸収される

ことを利用し、観測されたスペ

クトルから、EBL の上限値を得

た（図３）。銀河形成理論による

EBL モデルや、銀河数カウント

と無矛盾であった。以上の結果

は、MAGIC collaboration と

Fermi collaboration の共著で、

ApJ Letter に発表され[7]、 
宇宙線研や NASA などから、2015 年 12 月に、プレスリリースされた。 
（２）ガンマ線連星 LS I +61°303 からの 2006-2015 年の VHEγ線強度を調べ、連星

軌道周期(26.5 日)に加え、電波で観測された超軌道周期(1667 日)と同じ周期でも変動して

いることを発見した（図４）。Be 星周円盤のサイズ(Be 星の質量損失率)の変動と考えら

れる。 
（３）かにパルサーからの TeVγ線パルスを発見した（[8]; 図５）。電子ローレンツ因子

は 5×106 以上が必要であり、パルサー風の逆コンプトンモデルがほぼ棄却された。 

（４）Fermi-LAT フレアアラートを受け、MAGIC で観測し、BL Lac 天体 S2 0109+22(z
未知)からの VHEγ線放射を発見し、Atel#7844 に速報を流した。 
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図５：MAGIC で観測された、かにパルサーからのパルスγ線。 

図３：銀河間可視赤外背景

放射。赤印の上限値が

MAGIC の結果。 

 

図４：ガンマ線連星 LS I 
+61°303 からの VHEγ

線の超軌道周期変動。 
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